
R1利用実績(人) 評価

4,915

4,915

項目

指定管理料 使用料

利用料金 賃貸料

自主事業 その他

雑収入

計 0 計(A）

人件費 35,220,000 人件費

需用費 委託料

役務費 需用費

委託料 その他

使用料・
賃借料

35,220,000 計(B）

租税公課 35,220,000 支出(B-A)

その他諸費 1,103,900 維持修繕費

備品購入費

66,000

計 1,169,900 計(C）

36,389,900 支出(B+C-A)

人 1 人

人 人

評価

円 なし

円 評価

H30

44,149,068

35,221,000

8,928,068

4

損益 △ 412,242 △ 5,332,146 △ 5,744,388

2

　市の臨時・非常勤職員

1,019,824 33,470 1,053,294 計(B）

指定管理料

151,043 151,043

雨天によりあやめ祭りのイベントが中止となったため（H30・6,200人：R1・1,122人）

２　経費等の状況

（計） 10,568

職 員 配 置
　常勤職員 　市の正職員

　非常勤職員

支出

事 業 収 支
（単位：円）

4

R1 比較

直営支出額 44,149,068 0

市支出額 35,220,000 △ 1,000

2利用者一人
当たりの

指定管理料

指定管理料
  　/利用者数

7,165.8

行 革 効 果

〔指定管理による行革効果〕 〔行革効果額〕 8,929,068

経年劣化による少額施設修繕を見込み増額している
状況が続いており、指定管理料は横ばいとなってい
る。

〔行革効果額の積算根拠〕

指定管理者
人件費率

人件費(賃金等)
　　/指定管理者事業支出

63.4 ％
R1年度

指定管理者損益
△ 5,744,388 円

事業目的に適合しない支出等の有無

効果額 8,929,068 1,000

R1年度指定管理者収支 市の収支

R1年度決算額 市直営決算(H17年度)

収入

公の施設分 自主事業分

その他

8,689,602

3,586,582 2,607,842 6,194,424 委託料 10,389,000

1,791,300

備品購入費

2,172,633 2,172,633

1,367,420 1,367,420

歳出

※臨
時的

維持修繕費

役務費

36,061,442 6,024,619 42,086,061 計(C） 1,791,300

支出(B-A) 44,149,068

35,649,200 692,473 36,341,673 計(A） 0

22,849,204 138,767 22,987,971

歳出

※経
常的

44,149,068

251,456 26,140 277,596 需用費 25,070,466

4,814,323 3,218,400 8,032,723

541,430 541,430 その他

35,220,000 35,220,000

歳入

使用料

429,200 429,200 賃貸料

計

利 用 状 況

施設名 H28利用実績(人) H29利用実績(人) H30利用実績(人) 前年対比(％)

奥州市埋蔵文化財調査センター観覧者等 10,568 11,022 9,138 53.8

3
11,022 9,138 53.8

〔利用者の増減理由〕

施設設置目的
　埋蔵文化財を調査研究し、その資料の保管及び公開を行うこと
により、市民の教育、学術及び文化の向上に寄与することを目的
とする。

指定管理料の有無 有

指定管理
料の区分

指定管理料＋利用料金
施 設 概 要 研修室・収蔵庫・保管室・研究室・展示室・整理室等

１　施設の利用状況

施 設 名 称 奥州市埋蔵文化財調査センター 施 設 所 在 地 水沢地域

指定管理者名 一般財団法人奥州市文化振興財団 公募・非公募の別 公　募

指 定 期 間 平成30年４月１日～令和５年３月31日（５年間） 新規・継続の別 継　続

令和元年度指定管理者評価調書

施設所管課 教育委員会事務局歴史遺産課

45,940,368支出(B+C-A)

利用料金算定額 減免対象額 実収入額利用料金実績
（単位：円） 442,800 13,600 429,200



実施 評価

○

○

判定 評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

利用者の公平性
使用許可及び減免の適切な執
行、利用者の公平性の確保

概ね適正な管理であったと認められ
る。

3

②
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

広報やＨＰなど
ＰＲ活動の実施

定期的・効果的な広報宣伝
所報、新聞、パンフレット、ホーム
ページを活用して周知を図ったことを
認めた。

施設利用状況の
定期報告

利用状況の定期報告 毎月の報告を確認した。

利用申込み等の
受付体制の確保

利用者の快適利用、円滑な施設
運営

窓口でのトラブルはなく、親切、丁寧
な対応を確認した。

避難訓練の実施 報告書により実施を確認した。

3

③
危
機
管
理
対
策

個人情報の保護 個人情報の適切な保護
個人情報保護方針に基づき適切に実施
していることを確認した。

速やかな措置と市など関係機関
への通報

関係機関への連絡、対応が適切に行わ
れていることを確認した。

災害緊急時連絡
網・ﾏﾆｭｱﾙ整備

災害発生時の対応マニュアルの
整備

対応マニュアルを確認した。

3

消防設備の管理
及び点検の実施

消防設備の定期点検の実施 法定点検の実施を確認した。

警備業務の実施
(機械警備含む)

秩序・規律保持、犯罪防止、災
害防止及び利用者の安全確保

報告書により実施を確認した。

事故発生時の対
応体制の確保

避難(救助)訓練
の実施

利用者からの苦
情に対する対応

苦情等への適切な対応
苦情に対し、迅速かつ適切な対応が取
られたことを確認した。

利用者増加策の
実施

イベントの企画や自主事業の実
施

積極的に自主事業を実施していた。

清掃業務 日常清掃、定期清掃、特別清掃
専門業者への委託により、適切に行わ
れていた。

水道光熱費・燃
料費の使用

環境負荷の抑制による省資源・
省エネルギー

省エネに努めていることを確認した。

損害保険の加入 協定書の保険に加入
施設所有（管理）者賠償責任保険、レ
クリエーション保険加入を確認した。

敷地環境の整備
敷地内植栽の保護、育成、処分
等の管理

適切に行われていることを確認した。

①
施
設
の
維
持
管
理

施設全般の維持
管理

建築物各部位の保守・点検
必要な修繕が行われ、適切に維持管理
が図られていた。

機械・電気設備
の保守点検

運転監視、定期的な保守・点検
専門業者による保守点検が行われてい
た。

４　指定管理者業務の実施状況

区分 目標（協定内容・仕様等） 実施状況 目標未達成の理由等

本市指定事業
・センターの維持管理
・観覧者の案内説明

4

自 主 事 業

・鎮守府探訪講座2019（３回）
・体験学習会（２回）
・長編アニメーション「アテルイ」上映会
・出前講座（随時）
・遺跡現地説明会（随時）
・遺跡発掘調査報告会
・特別展「文字資料を掘る～出土文字の集成から蘇る岩手
の古代～」

３　事業の実施状況

区　分 目標（協定内容・指定管理者提案） 追加事業、未実施事業及びその理由



評価

７　改善事項等

　　取り組み・
　　改善案等
　(施設所管課)

前年度からの改善事項 実施状況 次年度に向けての改善事項

埋蔵文化財調査センターの更なる
ＰＲの実施。昨年度から準備をし
ている、特別企画展を開館25周年
記念事業として鎮守府胆沢城の魅
力を発信する。

ホームページ上での情報発信を強
化。特別企画展は11/22（日）～
12/15（日）まで開催。273人の来
場。

情報発信の強化。歴史公園とと
もに埋蔵文化財調査センターの
知名度アップと誘客に努める。

　③危機管理対策 3

５ 利用者評価 4

評価理由

・指定管理者として、善良かつ適切な施設管理を実施するとともに、観覧者に対し、懇切丁寧な対応
を行っており来館者から好評である
・自主事業を積極的に行い、市の歴史文化等に係る知識の習得と、情報発信に寄与していると考えら
れる。
・胆沢城跡を起点とした地域づくりの中心となる奥州市埋蔵文化財調査センターとして、住民の期待
に応えるよう取り組んでいる。

3

２ 経費等の状況
　（行革効果）

4

３ 事業の実施状況 4

６　総合評価

総
合
評
価

評価区分 評価 総合評価

１ 施設の利用状況 3

3

２ 経費等の状況
　（指定管理者損益等）

2

４ 業務の実施状況 3

　①施設の維持管理 3

　②サービスの向上

５　利用者評価

利
用
者
評
価

利　用　者
アンケート

実施の有無 有

調査内容
・事業内容の感想調査
・展示内容、職員の対応についての満足度調査
（年間を通じてアンケート用紙を設置し、任意で記入してもらった）

4

調査結果
・次年度事業への取り組みに反映させた。
・利用者からの感想を的確に捉え、サービス向上につなげている。

要望・苦情等

　　良好とする
　　評価

・丁寧な案内だった。
・幅広い年代に対して分かり易いのが良かった。
・〇×クイズが楽しい。

　　苦情・改善
　　要望等

・オムツ交換ができるトイレがあればよい。
・ビデオの内容を更新して欲しい。
・アテルイ系をもっと多くして欲しい。



R1利用実績(人) 評価

3,398

3,398

項目

指定管理料 使用料

利用料金 賃貸料

自主事業 その他

雑収入

計 0 計(A）

人件費 3,900,000 人件費

需用費 委託料

役務費 需用費

委託料 215,000 その他

使用料・
賃借料

4,115,000 計(B）

租税公課 4,115,000 支出(B-A)

その他諸費 維持修繕費

備品購入費

計 0 計(C）

4,115,000 支出(B+C-A)

人 （兼）１ 人

人 非常勤３ 人

評価

円 なし

円 評価

H30

3,889,906

4,089,000

△ 199,094

2

R1 比較

直営支出額 3,889,906 0

市支出額 4,115,000 26,000

行 革 効 果

〔指定管理による行革効果〕 〔行革効果額〕 △ 225,094

・直営当時（H21年度）は正職員（兼務）１名と非
常勤職員３名を配置していたが、本制度の導入によ
り兼務職員をなくすことができた。
・公共料金の値上げにより導入以前に比して効果が
減じたと考えられる。

〔行革効果額の積算根拠〕

効果額 △ 225,094 △ 26,000

円

3利用者一人
当たりの

指定管理料

指定管理料
  　/利用者数

1,147.7 事業目的に適合しない支出等の有無

指定管理者
人件費率

人件費(賃金等)
　　/指定管理者事業支出

59.3 ％
R1年度

指定管理者損益
130,893

利用料金実績
（単位：円）

利用料金算定額 減免対象額 実収入額

209,700 0 209,700

4,022,206

職 員 配 置
　常勤職員 ２ 　市の正職員

　非常勤職員 １ 　市の臨時・非常勤職員

4,047,817 442,000 4,489,817 計(C） 132,300

損益 61,893 69,000 130,893 支出(B+C-A)

48,300

442,000 442,000

歳出

※臨
時的

維持修繕費 84,000

備品購入費

39,198 39,198 計(B） 4,061,956

356,263 356,263 支出(B-A) 3,889,906

774,375

238,720 238,720 その他 441,466

2,370,672

895,300 895,300 委託料 475,443

支出

2,400,000 2,400,000

歳出

※経
常的

指定管理料

118,336 118,336 需用費

10 10

4,109,710 511,000 4,620,710 計(A） 172,050

209,700 賃貸料

511,000 511,000 その他

市直営決算(H17年度)

収入

3,900,000 3,900,000

歳入

使用料 172,050

209,700

〔利用者の増減理由〕

地域内の他団体とも連携するなど自主事業（歴史講談、漆塗体験講座等）に取り組み、施設利用者数はほぼ横
ばいである。

２　経費等の状況

事 業 収 支
（単位：円）

R1年度指定管理者収支 市の収支

公の施設分 自主事業分 計 R1年度決算額

（計） 2,390 2,808 3,462 98.2

衣川歴史ふれあい館施設利用者数 2,390 2,808 3,462 98.2

3

施 設 概 要 展示室・資料室・研修室・収蔵庫等

１　施設の利用状況

利 用 状 況

施設名 H28利用実績(人) H29利用実績(人) H30利用実績(人) 前年対比(％)

指 定 期 間 令和２年４月１日から令和３年３月31日（１年間） 新規・継続の別 新　規

施設設置目的
郷土の歴史、民俗等に関する資料を保護活用し、郷土意識の高揚
及び文化振興を図る。

指定管理料の有無 有

指定管理
料の区分

指定管理料＋利用料金

施 設 名 称 衣川歴史ふれあい館 施 設 所 在 地 衣川地域

指定管理者名 一般社団法人奥州市観光物産協会 公募・非公募の別 非公募

令和元年度指定管理者評価調書

施設所管課 教育委員会事務局歴史遺産課



実施 評価

○

○

判定 評価

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

災害緊急時連絡
網・ﾏﾆｭｱﾙ整備

災害発生時の対応マニュアルの
整備

対応マニュアルを確認した。

避難(救助)訓練
の実施

避難訓練の実施 避難訓練と講習会の実施を確認した。

警備業務の実施
(機械警備含む)

秩序・規律保持、犯罪防止、災
害防止及び利用者の安全確保

報告書により実施を確認した。

事故発生時の対
応体制の確保

速やかな措置と市など関係機関
への通報

関係機関への連絡、対応が適切に行わ
れていることを確認した。

③
危
機
管
理
対
策

個人情報の保護 個人情報の適切な保護
個人情報保護方針に基づき適切に実施
していることを確認した。

3

消防設備の管理
及び点検の実施

消防設備の定期点検の実施 法定点検の実施を確認した。

利用者増加策の
実施

イベントの企画や自主事業の実
施

積極的に自主事業を実施していた。

施設利用状況の
定期報告

利用状況の定期報告 毎月の報告を確認した。

利用申込み等の
受付体制の確保

利用者の快適利用、円滑な施設
運営

窓口でのトラブルはなく、正確で確実
な対応を確認した。

利用者からの苦
情に対する対応

苦情等への適切な対応
苦情に対し迅速な対応が取られたこと
を認めた。

②
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

利用者の公平性
使用許可及び減免の適切な執
行、利用者の公平性の確保

適正であったと認められる。

3

広報やＨＰなど
ＰＲ活動の実施

定期的・効果的な広報宣伝
市観光物産協会の情報誌、新聞等を活
用して周知を図ったことを認めた。

損害保険の加入 協定書の保険に加入
自主事業は歴史出前講座、ヨガ教室、
漆体験講座であるが賠償責任保険をか
けていない旨の報告を受けた。

これらに適応する賠償
保険が見当たらないと
のこと。

敷地環境の整備
敷地内植栽の保護、育成、処分
等の管理

適正であったと認められる。

清掃業務 日常清掃、定期清掃、特別清掃
職員により適切に行われていることを
確認した。

水道光熱費・燃
料費の使用

環境負荷の抑制による省資源・
省エネルギー

省エネに努めていることを確認した。

①
施
設
の
維
持
管
理

施設全般の維持
管理

建築物各部位の保守・点検
的確に市への報告が行われ、維持管理
が図られていた。

3

機械・電気設備
の保守点検

運転監視、定期的な保守・点検
専門業者による保守点検が行われてい
た。

４　指定管理者業務の実施状況

区分 目標（協定内容・仕様等） 実施状況 目標未達成の理由等

３　事業の実施状況

区　分 目標（協定内容・指定管理者提案） 追加事業、未実施事業及びその理由

本市指定事業 ・衣川歴史ふれあい館の維持管理

3

自 主 事 業
・衣川清凛会との連携により歴史講談を開設した。
・ヨガ教室や漆塗りなどの体験講座を自主的に開設した。



評価

評価理由

・本制度の導入によって、人件費や物件費が抑制され、一定の行革効果があった。
・施設の特性を活かした自主事業（歴史講談、漆塗体験講座等）を積極的に行い、市の歴史等に係る
知識習得に有効であった。
・概ね指定管理者として、善良な施設管理を行い、観覧者に対しても親切で丁寧な対応を行った。

７　改善事項等

　　取り組み・
　　改善案等
　(施設所管課)

前年度からの改善事項 実施状況 次年度に向けての改善事項

30年度は消費税282千円の拠出の
ため施設の損益が赤字となったの
で、経費の削減を図る。

31年度は消費税356千円の支払と
なったが、自主事業の売上、経費
削減で130千円の収益となった。

引き続き、損益のバランスがと
れる施設運営をめざす。

　②サービスの向上 3

　③危機管理対策 3

５ 利用者評価 3

2

３ 事業の実施状況 3

４ 業務の実施状況 3

　①施設の維持管理 3

総
合
評
価

評価区分 評価 総合評価

１ 施設の利用状況 3

3

２ 経費等の状況
　（指定管理者損益等）

3

２ 経費等の状況
　（行革効果）

要望・苦情等

　　良好とする
　　評価

来館者全員に解説案内を実施している。
学校の歴史授業では詳細を教わっていないお客様が多いためか、安倍氏・
清原氏・藤原氏の関係や中尊寺建立のきっかけを説明し、分かりやすくて
面白かったとの好評をいただいております。

　　苦情・改善
　　要望等

歴史に興味がない人が入館した場合。歴史に興味があるが展示物に物足り
なさを感じた場合。これらの入館者は５～１０分程度で帰ってしまう。

６　総合評価

５　利用者評価

利
用
者
評
価

利　用　者
アンケート

実施の有無 有

調査内容

来館者の接客時に聞き取り、日報に記載。
・どこから来訪したのか。
・来訪の目的、安倍氏の歴史に興味があるか。
・何で当館を知ったのか。

3

調査結果

来館者：北は北海道から南は福岡までで大半が４０～６０代となっていた。
県内が多いのはもちろん、東北、特に宮城県からの来館者が大半。次に関東圏（東京、神奈川、千葉）からの来館者が多かっ
た。
来訪目的：
・小説「炎立つ」と同名ドラマを見て歴史に触れてみたくなった。・中尊寺に行く前に予備知識として。宿泊施設周辺を散策
していたら
当館を知ったきっかけ：
・安倍氏に関する資料をネット検索していたらホームページを見つけた。・Facebookから。・新聞折込のイベント告知チラシ


